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　　　　　　　　  は日本発！タイにおける製造業向け資格認定試験です。
創設初年度の２０１４年は、業種を問わず  ３１社 ３９７名  に受験いただきました！！

乗用車/車輌

業種分類 企業数

5社
自動車部品 13社
機械（一般・精密） 2社
鉄鋼、非鉄金属 4社
化学 2社
食品・飲料 2社
その他（複合など） 3社
合計 31社 397名

５つの科目で生産現場に必要な知識を身に付ける！５つの科目で生産現場に必要な知識を身に付ける！

製造現場の基礎知識
★5S ★QC ★安全・衛生

ロスの発見・ゼロ化
★ロス構造 ★故障ゼロ

自分の設備は自分で守る
★日常の活動 ★展開ステップ

悪い所は解析、改善
★分析手法 ★からくり改善

設備の知識
★活動概要 ★保全基礎

正しい
モノづくり
知識

生産の基本

効率化/ロス自主保全

日常保全 改善･解析手法

Monodzukuri TestMonodzukuri Test

弱点科目＊

弱点科目＊

＊「効率化/ロス」、「日常保全」は、第1回試験で正答率が低かった科目です。詳しい分析はWebページをご覧下さい。

企業名アルファベット順／
2015 年 3月現在 掲載承諾企業

2014年度 受験企業
Daikin Industries （Thailand） Ltd. DENSO （Thailand）Co., Ltd.

ETERNAL SAKATA INX Co., Ltd. JATCO （Thailand） Co., Ltd.

Nissan Motor （Thailand） Co., Ltd. Siam DENSO Manufacturing Co., Ltd.

Siam Tinplate Co., Ltd. Siam Toyota Manufacturing Co., Ltd.

SNN Tools & Dies Co., Ltd. Thail Cold Rolled Steel Sheet Public Co., Ltd.

TOYODA GOSEI ASIA Co., Ltd. TOYODA GOSEI （THAILAND） Co., Ltd.

Tsubakimoto Automotive （Thailand） Co., Ltd.



Monodzukuri Test利用のメリット

2015 年

2016 年

4 月 20 日 受験案内を公開

7 月 20～8 月31 日 申込期間

11 月 14～24 日 試験実施期間

1 月 13 日 認定発表

Monodzukuri
Test 2015
in thailand

開催スケジュール

〈Monodzukuri Testに関するお問い合わせ〉
〈日本〉公益社団法人日本プラントメンテナンス協会  Monodzukuri Test 事務局

　　TEL : 03-5733-6900 　MAIL : M-TEST@jipm.or.jp

〈タイ〉Technology Promotion Association Thailand-Japan (TPA)
　　Enterprise Diagnosis & Consultancy Department

　　TEL : (+66)-02-717-3000 (635) 　MAIL : thassaneewan@tpa.or.th

 ■教育＋試験で効果的に人材育成
・社内教育、個人学習に！
　　→ 社内での教材開発は不要

・タイ語版、日本語版の２種類を用意！
　　→ 日本人スタッフによるフォローも可能

・テキストを使った現地講習会＊を開催！

★詳しくはWebページをご覧ください★

http://www.jipm.or.jp/business/training/monodzukuri.html

』

現場知識の向上／困りごとを解決するヒント／モチベーション
向上／諸活動・企業方針への理解

従業員の評価基準／現場の意思疎通／モチベーション向上／
諸活動の活発化／企業活動の指標／他社との比較（試験結果分析
サービス＝有料）

個人

企業
▲タイ語版テキスト

＊TPAによる開催

▲

日本語版テキスト

『知識が身に着くことで、生産活動の全体像や保全の

重要性を理解し、諸活動に対しても意欲が高まる』

『客観的な評価となるほか、従業員が共通の知識を持つ

ことで意思疎通が円滑になり、諸活動も活発になる』

『知識が身に着くことで、生産活動の全体像や保全の

重要性を理解し、諸活動に対しても意欲が高まる』

『客観的な評価となるほか、従業員が共通の知識を持つ

ことで意思疎通が円滑になり、諸活動も活発になる』

 ● 日本式の人材育成（教育+試験）で、現場を活性化 ● 日本式の人材育成（教育+試験）で、現場を活性化 ● 日本式の人材育成（教育+試験）で、現場を活性化


